
岩
国
高
校
恒
例
の
、
文
化
祭

・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
７
月

１
５
日
（
水
）
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

岩
国
、
１
６
日
（
木
）
岩
国
高

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
練
習
の
成

果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
特
に

３
年
生
を
中
心
に
レ
ベ
ル
の
高

い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
審
査
が
難
し
く
同
点
の

ク
ラ
ス
も
あ
り
、
以
下
の
通
り

の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
位

３
年
９
組

曲
目

は
じ
ま
り

指
揮

中
里
真

伴
奏

中
井
夕
貴

第
２
位

３
年
２
組

曲
目

大
地
讃
頌

指
揮

山
本
啓
太

伴
奏

白
井
美
穂

第
２
位

３
年
８
組

曲
目

走
る
川

指
揮

小
中
龍
太
郎

伴
奏

植
代
優
莉
葵

第
４
位

３
年
７
組

曲
目

春
に

指
揮

田
儀
大
貴

伴
奏

沖
中
友
香

第
５
位

３
年
４
組

曲
目

空
駆
け
る
天
馬

指
揮

村
重
賢

伴
奏

中
村
悦
子

第
５
位

１
年
１
組

曲
目

手
紙
〜
拝
啓

十
五
の
君
へ
〜

指
揮

三
國
雅
倫

伴
奏

米
本
佳
世

ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
後

に
、
保
護
者
、
教
職
員
有
志
に

よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
の
発
表

が
あ
り
、
見
事
な
「
手
紙
」
の

合
唱
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
唱
部
や
琴
部
、

プ
レ
ク
ト
ラ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

部
、
吹
奏
楽
部
の
発
表
が
行
わ

れ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
学
校
に
戻
っ
て
、

演
劇
部
の
発
表
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
今
年
度
も
各
文
化

部
の
展
示
・
発
表
は
充
実
し
て

お
り
、
来
校
者
を
感
心
さ
せ
る

出
来
映
え
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
各
ク
ラ
ス
企
画
も
工

夫
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
生
徒

達
も
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
化
祭
は
生
徒
の
自
主
的
な

活
動
の
場
、
ま
た
創
意
工
夫
の

場
、
仲
間
作
り
の
場
な
ど
、
多

様
な
教
育
的
意
味
を
持
つ
行
事

で
す
。
今
年
度
は
成
功
に
終
わ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
成
果
を
日

々
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い

く
と
と
も
に
、
様
々
な
面
で
改

善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
保

護
者
の
皆
様
方
に
は
御
理
解
と

御
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

県
高
校
総
体
に
お
い
て

教
育
長
杯
第
３
位

５
月
３
０
日
・
３
１
日
を
中

心
に
行
わ
れ
た
山
口
県
高
校
総

合
体
育
大
会
全
競
技
に
よ
る
ポ

イ
ン
ト
制
で
の
学
校
対
抗
「
教

育
長
杯
」
に
お
い
て
、
男
女
総

合
の
部
第
３
位
、
男
子
の
部
第

３
位
と
い
う
見
事
な
成
績
を
収

め
、
７
月
９
日
に
山
口
県
庁
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

昨
年
度
が
５
位
で
し
た
の
で
、

運
動
部
の
実
力
が
全
体
的
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
中
国
大
会
に
出
場
し

た
部
も
、
野
球
部
、
陸
上
部
、

水
泳
部
、
弓
道
部
、
剣
道
部
、

テ
ニ
ス
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

と
７
つ
を
数
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
野
球
部
、
水
泳
部
等
が
全

国
を
目
指
し
て
試
合
に
臨
み
ま

す
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

分
校
だ
よ
り

広
瀬
分
校

６
月
２
０
日
の
文
化
祭
に
お
い

て
「
広
高
回
顧
展
」
と
し
て
、

創
立
の
１
９
４
１
年
か
ら
の
歴

史
物
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熱
心
に
見
入
る
広
瀬
高
校
同
窓

生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
上
分
校

文
化
祭
は
、
６
月
１
３
・
１

４
日
に
実
施
さ
れ
、
１
日
目
は

劇
や
映
画
等
、
２
日
目
は
野
外

で
の
生
徒
会
企
画
等
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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★
生
徒
指
導
部
か
ら
★

夏
季
休
業
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
生
徒
指
導
部
か
ら
、
休

業
中
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
事
項
を
２
点
お
伝
え
し
ま
す
。

ま
ず
、
規
則
正
し
い
生
活
を

送
り
、
健
康
管
理
に
努
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
高
校
生
で
す

か
ら
、
自
ら
の
生
活
を
律
す
る

こ
と
は
当
然
で
す
が
、
時
に
は

保
護
者
の
方
の
強
制
力
が
必
要

な
場
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
就
寝
・
起
床
時
刻
、
食
事

時
間
等
、
生
活
習
慣
を
確
立
す

る
よ
う
、
声
か
け
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
課
外
授
業
、
部

活
動
等
が
生
活
に
一
定
の
リ
ズ

ム
を
生
む
と
考
え
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。次

に
、
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、

危
険
を
察
知
し
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
生
活

を
意
識
さ
せ
て
下
さ
い
。
残
念

な
が
ら
、
以
前
に
は
想
定
し
得

な
か
っ
た
事
件
、
ト
ラ
ブ
ル
が

多
発
し
て
お
り
、
地
方
都
市
に

お
い
て
も
、
大
都
市
圏
と
同
様

な
事
件
が
発
生
し
、
「
対
岸
の
火

事
」
と
い
う
認
識
で
は
対
応
で

き
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
交
通
安
全
、
性
犯
罪
、
ネ

ッ
ト
の
利
用
等
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で
い

る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
学
校

で
も
再
三
指
導
を
繰
り
返
し
て

お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
徹
底

し
ま
せ
ん
。
学
校
周
囲
の
道
路

事
情
に
も
、
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
ま
す
が
、
休
業
中
も

十
二
分
な
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。今

後
も
、
学
校
、
地
域
を
中

心
に
お
子
様
に
つ
い
て
は
、
十

分
留
意
し
て
参
り
ま
す
が
、
「
安

全
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず

御
家
庭
で
の
御
留
意
が
何
よ
り

必
要
か
と
考
え
ま
す
。
高
校
生

を
必
要
以
上
に
大
人
扱
い
す
る

こ
と
な
く
、
干
渉
す
べ
き
点
は

思
い
切
っ
て
踏
み
込
ん
で
、
保

護
者
の
方
々
の
お
考
え
を
お
子

様
に
伝
え
る
こ
と
が
肝
要
か
と

考
え
ま
す
。
以
上
、
お
願
い
ば

か
り
書
き
連
ね
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
御
理
解
の
上
、
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

夏
季
休
業
が
始
ま
り
ま
す

【
７
月
行
事
予
定
】

２
１
日(

火)

夏
季
休
業
開
始

２
１
日(

火)

前
期
進
学
講
座
開
始

２
４
・
２
５
日(

金
・
土
）

３
年
次
代
ゼ
ミ
模
試

３
０
日(

木)

前
期
進
学
講
座
終
了

【
８
月
行
事
予
定
】

３
・
４
日(

月
・
火)

再
考
査

３
日(

月)

１
年
次
登
校
日

３
日(

月)

〜
５
日
（
水
）

２
年
次
理
数
科
課
題
研
究

７
日(
金)

３
年
次
登
校
日

８
日(

土)
〜
１
０
日
（
月
）

１
年
次
理
数
科
合
同
合
宿

１
０
日(

月)

ｓ
ｐ
ｐ
事
業

１
８
日(

火)

２
年
次
登
校
日

１
９
日(

水)

後
期
進
学
講
座
開
始

１
９
日(

水)

転
編
入
考
査

２
０
日(

木)

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

２
１
・
２
２
日(

金
・
土
）

３
年
次
全
統
模
試

２
８
日(

金)

後
期
進
学
講
座
終
了

２
８
日(

金)

夏
季
休
業
終
了

３
１
日(

月)

授
業
開
始

課
題
テ
ス
ト
（
１
，
２
年
次
）

進
学
講
座

本
年
度
も
、
夏
季
休
業
中
に

前
期
・
後
期
に
分
け
て
進
学
講

座
を
実
施
し
ま
す
。
前
期
は
３

年
次
生
の
国
・
数
・
英
、
後
期

は
１
、
２
年
次
生
の
国
・
数
・

英
と
３
年
次
生
の
地
公
・
理
で

す
。
１
年
次
生
は
全
員
参
加
で

す
。
暑
い
中
で
す
が
、
欠
席
を

せ
ず
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
大
き
い
成
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｐ
Ｐ
事
業

理
系
の
希
望
者
を
対
象
に
、

Ｓ
Ｐ
Ｐ
（
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度

は
、
山
口
大
学
で
「
波
の
回
折

と
干
渉
」
「
日
本
列
島
の
火
山
灰
」

等
の
講
義
を
受
講
し
、
科
学
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
ま
す
。

岩
高
ニ
ュ
ー
ス

○
放
送
部
全
国
大
会
出
場

放
送
部
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
県
内

大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
た
め
、
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
、
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
、
研
究
発
表
の
４
部
門
で

の
出
場
で
す
。
見
事
な
発
表
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

○
「
錦
帯
橋
」
強
度
試
験

昭
和
２
８
年
か
ら
５
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
て
い
る
、
早
稲
田

大
学
に
よ
る
強
度
調
査
に
、
本

校
１
年
生
が
協
力
し
ま
す
。
日

時
は
８
月
１
２
日
の
午
前
中
で
、

１
２
０
人
が
錦
帯
橋
の
上
に
立

つ
予
定
で
す
。

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
巡
視
実
施

５
月
１
２
日
と
６
月
２
６
日
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
学
校
近
辺
の
校

外
巡
視
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
重
点
的
に
点
検
と
指
導
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

乗
り
方
等
は
ま
だ
ま
だ
十
分

で
は
な
い
と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

○
薬
物
乱
用
防
止
教
室

６
月
２
６
日
に
、
岩
国
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
お

招
き
し
て
、
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
若
年
層
で
の
安

易
な
薬
物
使
用
が
問
題
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
映
像
等
に

よ
り
そ
の
使
用
禁
止
を
強
く
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
今
年
も
、
あ
じ
さ
い
の
花
が

見
事
に
咲
き
ま
し
た
。

川
西
駅
か
ら
岩
国
高
校
へ
登

る
坂
道
に
あ
じ
さ
い
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
の
お

世
話
に
よ
り
今
年
も
見
事
な
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、

こ
の
花
を
見
な
が
ら
、
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
で
登
校
し
て
い

ま
す
。
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